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はじめに

近年、若者が将来を展望した意欲的な就業ができないと言われている。その背景には非正規雇

用が労働者全体の35．2％を超え、過去妓高の水準となり、特に若年層(15～24歳）が大きく上昇

していることにあると考えられる。非正規雇用は、フリーターや契約社員、派遣社員のほか、パ

ートやアルバイトなどその態様はさまざまであるが、内閣府によれば若年層のうち正社員への転

換を希望している者はおよそ170万人（｢非正規雇用者数」414万人×「正社員になりたい者の割

合」約41%)にのぼる（厚生労働省2012)。これらを概観してみると新卒での正規雁用による就

職は、重要なことであることがわかる。

文部科学省及び厚生労働省では、平成25年4月1日現在の大学等（大学、短期大学、高等専門

学校のこと。以下「大学等」と表記）の就職率の状況を取りまとめた。大学等の就職率は、大学

（学部）は93.9％（昨年|司期比0．3ポイント増)、短期大学は94.7％（同5．2ポイント増)、大学

等全体では94．3％（同0．7ポイント増)、また専修学校（専門課程）を含めると94．3％（同0．8

ポイント増）だった。平成24年同期と比べるとポイントが増えている。また、大学等の平成25

年度就職内定率（平成25年12月1日現在）の概要は、大学（学部）は76.6%(平成24年同期

比1.6ポイント増)、短期大学は58.8％（同0．7ポイント減)、大学等全体では76．0％（|司ポイン

ト増)、また専修学校を含めると74.4％（同0．9ポイント増）である（文部科学省2014)。大卒の

就職率が上がった理由について、文部科学省の担当者は「大学とハローワークの連携で学生と就

職先のマッチングを進めるなど、支援の取り組みが奏功したのでは」とみる（朝日新聞DIGITAL

2013.5.17)。また両省は、リーマン・ショック後に採用を抑制していた企業の求人が回復、就職

率改善につながったとみている。

現在、2015年卒業生までは就職活動スタート時期が大学3年生の12月としているが、2016年

度卒業者（現2年生）は大学4年生4月から採用広報活動がスタートし大学4年生8月に面接な

どの採用選考開始日という流れになる。就職・採用活動開始時期を変更することで、学生が落ち

蒜いて学業やスポーツ、サークル活動、ボランティア活動に専念できる環境が整備されることが
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